
コロナウィルスのオミクロン株の蔓延により、２月例会はオンライン＝ＺＯＯＭ例会となりました。今回は
「ダレ止め例会」とし、焼酎やビール片手にざっくばらんに鹿児島クラブ再興について語り合いました。やはり、

具体的に活動せねばならないということで幾つかの案が出されました。過去にお呼びした卓話者をもう一度
招へいし、学びを深めることやホームレスの人々におにぎりを作って配ること、楽しい例会を開催すること
などです。ＹＭＣＡとの更なる協働は言うまでもありません。他に皆さんの近況報告もあり、熱く語るうちに
あっという間に時間は過ぎまして、閉会となりました。今回出された意見を具現化してＥＭＣに繋げたいと
思います。

鹿児島クラブ　中堀 清哲

鹿児島ＹＭＣＡ中期計画（２０２０～２０２２年度）
2022.3.7 常議員会資料

基本方針 指針 具体的計画 2022年度計画

Ⅰ 人材育成

将来を担うリーダー
シップを育成するとと
もに、全国ＹＭＣＡとの
協働を図り、人材の獲
得と人材の交流を行
う。

①将来を担う、理事・評議員・常議員の人材
確保を進めていく。
②チアダンススクールの拡大を見据え、新し
い専門スタッフの獲得・採用を進めていく。
③チアダンススクールの指導に当たるリー
ダー獲得と育成を計画的に実施していく。
④新しい、事業を開発・推進するための専従
スタッフの採用・配置を進めていく。

①職員、レイパーソンの積極的な研修参
加
②西日本地区YMCAと協力して、
人材交流・育成に取り組む
③常勤職員の採用

Ⅱ 施設計画

将来の基幹事業とな
るプログラムを開発す
るとともに、事業展開
を考えて施設開発を
行う。

①新しい活動拠点を獲得し、事務所移転、
新事業を開始するための準備を進める。
②新規事業を決定し準備に取りかかる。
③指定管理制度の研究をはじめ、鹿児島県
並びに鹿児島市で公募される指定管理施設
の可能性を見出す。

①チアダンスプログラムの多角的な活動
拡大
②山梨YMCA協働事業プログラム推進
③会員が集まれる場所づくり計画立案

Ⅲ
ブランディン
グ・広報

全国ＹＭＣＡの戦略を
前提に、ブランディン
グ推進を図るととも
に、地域に浸透を図る
広報計画を立て実行
する。

①現在実施している法人賛助会でのボラン
ティア運動・活動を検証し、新たな活動を模
索する。
②プログラム会員から賛助会員へとつなげ
るためのＭＢＤ(Membership by Design)に取
り組む。
③会員向け配布のニュースレターやメッセー
ジ性の高い配布物を検討し刊行する。

①チャリティーラン、ピンクシャツデー、
SDGｓ活動を3つの柱に据え活動する
②水の安全運動、年末募金などに積極的
に取り組んでいく
③メディアへのアプローチ、会報誌

Ⅳ

リソースモビ
リゼーション
&ファンドレイ
ジング

ＹＭＣＡ運動の基本と
なる募金文化を醸成
するとともに、将来を
支えるレイリーダー
シップの獲得、要請を
進めていく。

①ＹＭＣＡ運動の基本となる募金文化を醸成
するとともに、将来を支えるレイリーダーシッ
プの獲得、養成を進めていく。
②施設建設を前提としての募金活動を計画
し開始する。
③法人賛助会員並びに個人会員の獲得を
計画して実行する。
④キリスト教会（教界）との繋がりを深めつ
つ、協力協働を推進する。

①募金体制の再構築
②会員募集、管理体制の確立
③鹿児島キリスト伝道協力会継続参加、
本県キリスト教会とのネットワーク強化

Ⅴ 組織・政策

組織構造を見直し、ガ
バナンスの改定や事
業推進のためのシス
テムを見直し推進す
る。

①会則、定款を時代に合わせて見直していく。
②全国ＹＭＣＡの基準に合わせた組織運営のた
めのシステム改善を進めていく。
③西日本地区ＹＭＣＡとの協働協力を推進し、職
員・会員の研修を実施する。
④組織内の会議会合の持ち方を見直し、活性化
を進める。 ①鹿児島YMCAの使命についての再検討

②会則、定款の整備と組織の整備
③鹿児島YMCA会員大会の設置
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